
古紙パルプ配合率70%再生紙を使用。
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朽
木
出
身
の
偉
人
　－

池
田
白
鷗
・
高
島
玄
俊－

　

高
島
市
出
身
の
偉
人
の
中
で
、

朽
木
に
生
ま
れ
、
幕
末
か
ら
明
治

初
頭
に
活
躍
し
た
人
物
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

書
画
家　
池
田
白は

く
お
う鷗

　

池
田
白
鷗
は
文
政
12

（
１
８
２
９
）
年
、
朽
木
大
野
に

生
ま
れ
、
23
歳
で
朽
木
家
に
仕
え

ま
し
た
。
明
治
維
新
後
は
京
都
府

の
役
人
を
務
め
、
53
歳
で
隠
居
す

る
と
、
80
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
を

故
郷
の
朽
木
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

絵
や
和
歌
が
堪
能
で
あ
っ
た

白
鷗
は
、
高
島
郡
長
河
毛
三
郎
の

依
頼
に
よ
り
高
島
郡
公
会
堂
「
慶

成
館
」
に
作
品
を
寄
付
し
た
ほ

か
、
朽
木
村
能の

う
げ家
の
地
籍
図
作
成

に
携
わ
る
な
ど
、
村
人
の
た
め

に
多
く
の
絵
を
残
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
宮
内
省
御お

う
た
ど
こ
ろ

歌
所
長
の
高

崎
正ま

さ
か
ぜ風
に
招
か
れ
、
当
時
皇
太
子

で
あ
っ
た
大
正
天
皇
に
謁
見
す

る
な
ど
、
歌
人
と
し
て
の
評
価
も

確
か
な
も
の
で
し
た
。

　

一
方
、
白
鷗
が
残
し
た
日
記

に
は
、
朽
木
家
江
戸
屋
敷
の

留る
す
い
や
く

守
居
役
を
務
め
た
際
の
出
来

事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
幕
末
の
朽

木
家
を
支
え
る
優
秀
な
武
士
と

し
て
の
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

府
内
藩
医　
高
島
玄げ

ん
し
ゅ
ん俊

　

高
島
玄
俊
は
文
政
元
（
１
８
１
８
）
年
、
朽
木

宮
前
坊
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
学
問
に

励
ん
だ
玄
俊
は
、16
歳
に
な
る
と
讃
岐
国
丸
亀
（
香

川
県
丸
亀
市
）
に
修
行
奉
公
に
出
て
、
藩
医
の
河

田
玄げ

ん
し
ゅ
く叔
に
内な

い
ち
か
ん
ぽ
う

治
漢
方
を
学
び
ま
し
た
。
や
が
て
京

都
に
出
て
西
洋
医
学
や
本
草
学
、
儒
学
に
も
通
じ
、

さ
ら
に
見
聞
を
広
げ
る
た
め
九
州
地
方
に
旅
立
ち
、

30
歳
の
頃
に
は
豊
後
国
府
内
（
大
分
県
大
分
市
）

の
今
在
家
町
で
医
院
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
玄
俊
は
一
層
勉
学
に
励
む
一
方
で
、

自
身
は
質
素
倹
約
を
徹
底
し
、
貧
し
い
人
か
ら
は

薬
代
を
取
ら
ず
、
流
行
病
の
治
療
法
開
拓
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
に
対
す
る
誠
実
さ
に
加
え

て
人
々
か
ら
の
人
望
も
厚
か
っ
た
た
め
、
38
歳
の

時
に
は
府
内
藩
医い

事じ

監か
ん

格か
く

と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
も
府
内
に
残
り
、
飢
饉
に
見
舞
わ

れ
た
人
々
の
救
済
を
続
け
、
明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
に
学
制
が
制
定
さ
れ
る
と
、
教
職
員
と
し
て
学

生
の
指
導
に
あ
た
り
、
61
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。
現
在
、
邇に

に

ぎ々杵
神
社
の
境
内
に
あ
る
玄

俊
の
生
家
跡
に
は
記
念
碑
が
立
っ
て
お
り
、
自
身

の
信
念
の
も
と
医
療
・
教
育
に
取
り
組
ん
だ
玄
俊

の
生
き
ざ
ま
を
讃
え
て
い
ま
す
。

表紙の写真は、満開になっ
た海津大崎の桜並木です。

例年なら満開の桜の写真
はこの５月号の制作には間に合わな
いことが多いのですが、今季は開花
が早く、天候も味方して、バッチリ
タイミングが合いました！

このように自然相手の撮影にはタ
イミングが大事です。いま、ここに
ある一瞬のチャンスをとらえ、高島
の絶景を発信していきます。（Y） 高島玄俊記念碑高島玄俊記念碑

西王母図「池田白鷗書画集」（平成元年朽木村発行）より
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